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Ⅰ 事業の概要

１． 事業実施の趣旨

　 本県の障害者スポーツの推進については、石川県障害者スポーツ協会や、石川県障
がい者スポーツ指導者協議会と連携しながら、県障害者スポーツ大会・全国障害者スポ
ーツ大会出場選手の強化練習会・障害者スポーツ体験教室・障がい者スポーツ指導員
養成研修会の開催などの施策を実施してきた。
 　本県においては、２０１８年に隣県の福井県で全国障害者スポーツ大会が開催される
ことや、さらに２０２０年には東京２０２０オリンピック・パラリンピックが開催されることから、
障害者スポーツに対する気運が高まっている。
　 こうしたことを契機に、平成２８年度から、行政・協会・指導者協議会を始め、総合型
スポーツクラブ・県体育協会など健常者のスポーツ関係者や障害者団体等に参加いた
だき障害者スポーツ普及協議会を設置し、本県の障害者スポーツの普及に向け一体と
なって取り組んでいるところである。
 　平成３０年度は、これまで開催した普及協議会の意見を踏まえ、実施に協力や意見を
いただきながら、障害者が身近な場所で、継続的にスポーツを実施できる環境整備に
取り組み、その成果を他の特別支援学校などにも広く周知し、県内における障害者スポ
ーツ活動の裾野の拡大を図った。

２． 事業の実施期間

平成３０年６月２０日から平成３１年３月２９日

３． 事業内容

(1) 実行委員会（石川県障害者スポーツ普及協議会）の開催

　 障害者スポーツの普及に向け、必要な事項を検討・協議するとともに、関係機関・団
体との緊密な連携により、さらなる裾野の拡大に取り組んだ。

(2) 地域における、生涯に亘る継続的な障害者スポーツの実施機会の提供

・ 特別支援学校の部活動等への指導員派遣
　 部活動などに障がい者スポーツ指導員を派遣することにより、スポーツの機会・内
容の充実や、教員の障害者スポーツに関する指導技術の向上を図る。

・ 特別支援学校を会場としたスポーツ体験教室の開催
 　地域で活動する障害者スポーツ団体や総合型スポーツクラブによるスポーツ教室
を、大学生や企業のボランティア等にも協力をいただきながら卒業生や地域の障害者
も対象に開催し、団体の活動への参加を促進する等により、若い障害者の運動習慣
の確立や、生涯にわたってスポーツに取り組める環境整備に取り組んだ。
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４． 事業実施日程
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Ⅱ 実行委員会（石川県障害者スポーツ普及協議会）

１． 協議会の目的

　 障害者スポーツの普及に向け、必要な事項を検討・協議するとともに、関係機関・団
体との緊密な連携により、さらなる裾野の拡大に取り組む。

２． 協議会の構成

石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会

（公財）石川県体育協会
石川県クラブ連絡協議会
石川県スポーツ推進委員協議会
（一社）石川県サッカー協会
（一社）石川県レクリエーション協会

（社福）石川県身体障害者団体連合会
石川県知的障害者福祉協会
石川県精神障害者家族会連合会
石川県特別支援学校長会

石川県健康福祉部障害保健福祉課
石川県県民文化スポーツ部スポーツ振興課

３． 開催結果

(1) 第１回石川県障害者スポーツ普及協議会

： 平成30年7月5日
： 石川県行政庁舎9階911会議室

【主な内容】
〇 平成29年度障害者スポーツ普及協議会について
〇 平成30年度障害者スポーツの普及促進事業の主な内容について

・ 特別支援学校の児童生徒を中心としたモデル事業の実施
・ 障害者スポーツフォーラムの開催
・ 中級障がい者スポーツ指導員の養成

【主な意見】
・ 特別支援学校を卒業すると、運動する機会がなくなってしまう。生涯を通じてスポー

ツに取り組んでもらうための環境づくりができればいいかなと思う。
・ 施設や事業所のなかで、職員の方も一緒に取り組めるものがあるとよいのではない

か。
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(2) 第２回石川県障害者スポーツ普及協議会

： 平成30年11月7日
： 石川県行政庁舎9階911会議室

【主な内容】
〇 石川県障害者スポーツフォーラムについて
〇 特別支援学校の児童・生徒を中心としたモデル事業の中間報告について
〇 地域における障がい者スポーツの現状について

日本体育大学スポーツマネジメント学部　教授　野村　一路　氏

【主な意見】
・ （石川県障害者スポーツフォーラムについて）県内に一流選手が来て、指導を受け

られたということと、障害のある陸上選手の練習風景を見てもらえたということ、この
２つの意味で物凄く意義深い企画だったと思う。

・ 特別支援学校への指導員派遣は、部活動から地域で活動する障害者スポーツ
クラブへの架け橋としての狙いもあり、非常に良い試みだと思う。
今後も継続し、県内全域に広げて欲しい。

(3) 第３回石川県障害者スポーツ普及協議会

： 平31年3月14日
： 石川県行政庁舎11階1101会議室

【主な内容】
〇 特別支援学校の児童・生徒を中心としたモデル事業の結果報告

・ 特別支援学校での障害者スポーツフォーラムについて
・ 各特別支援学校の体育・部活動等への指導員派遣について

〇 2019年度の障害者スポーツ普及促進事業の取り組みについて

【主な意見】
・ 若い頃に学校で色々なスポーツに取り組むことは大切である。更に、卒業後の受け

皿である施設にも取り組みを拡大して欲しい。
・ 今回の特別支援学校での取り組みについては、指導員にとっても、継続的に指導

する機会となり、指導をしていくなかで生徒とのコミュニケーションが拡大することに
より、指導員の大きな励みとなる事業であった。

・ 外部の方の指導は生徒にとって大きな刺激となっていた。また、外部の方も参加した
ミニフォーラムの実施は、特別支援学校の児童や生徒の理解に繋がった。
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Ⅲ 地域における、生涯に亘る継続的な障害者スポーツの実施機会の提供

１． 特別支援学校の部活動等への指導員派遣

＜実施内容及び目的＞

① 特別支援学校教職員への障害者スポーツ・用具紹介
特別支援学校の教職員に対し、指導員が障害者スポーツや用具の紹介を行うことにより、

 特別支援学校における障害者スポーツの理解や取り組みの促進を図る。

② 体育・総合的な学習の時間等に対する指導員派遣
特別支援学校の体育・総合的な学習の時間等に対し指導員の派遣を行い、若い頃から

様々なスポーツに親しめる環境を充実させる。

③ 部活動への指導員派遣
特別支援学校の部活動に対し指導員の派遣を行い、部活動の充実を図る。

＜対象校＞
・ いしかわ特別支援学校 （金沢市　知的・肢体）
・ 錦城特別支援学校 （加賀市　知的）
・ 七尾特別支援学校 （七尾市　知的）

＜実施方針＞
指導員の派遣にあたっては、特別支援学校が希望する競技等を把握のうえ、対応できる

よう関係団体と調整・準備を行う。

(1) いしかわ特別支援学校

① 学校教職員への障害者スポーツ・用具紹介

・ 卓球バレー ・ バッゴー
・ カローリング ・ 手のひら健康バレー
・ フロッカー ・ ドレミマット
・ ペガーボール ・ ラダーゲッター
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
(一財)石川県レクリエーション協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山田　圭一
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　吉田　禮子
石川県レクリエーション協会　下川　紀美子
いしかわ特別支援学校教員

（ 人）
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③ 部活動に対する指導員派遣

陸上
陸上競技クラブ　春風クラブ
春風クラブ　代表監督　井上　明浩
春風クラブ　コーチ　　　寺本　重和
春風クラブ　コーチ　　　宮下　祐希
いしかわ特別支援学校陸上部

（ 人） ストレッチ、体幹、距離走
（ 人） ストレッチ、体幹、距離走
（ 人） ストレッチ、体幹、距離走
（ 人） ストレッチ、距離走
（ 人） ストレッチ、体幹、距離走
（ 人） ストレッチ、距離走
（ 人） ストレッチ、体幹、３０分走
（ 人） 短距離走、ストレッチ、体幹
（ 人） 外周走、坂ダッシュ、体幹
（ 人） ストレッチ、体幹、３０分走
（ 人） 外周走、坂ダッシュ、体幹
（ 人） 外周走、体幹、ストレッチ
（ 人） 外周走、体幹、ストレッチ
（ 人） 30分走、坂ダッシュ、体操
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） 30分走、坂ダッシュ、体操
（ 人） 20分走、動き作り、体操
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） サーキットトレーニング、体操
（ 人） 校内走、ストレッチ、体幹
（ 人） 30分走、流し、体操
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種目名
連携先団体

指導員

6 10月2日 8
7 10月4日 7

6
4 9月18日 11
5 9月27日 8

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

1 9月6日 9
2 9月11日 6
3 9月13日

12 10月25日 9
13 11月1日 8

10 10月16日 11
11 10月23日 11

8 10月9日 7
9 10月11日 7

18 12月4日 9
19 12月18日 9

16 11月27日 7
17 11月29日 7

14 11月13日 7
15 11月20日 9

24 2月14日 7

取組写真

22 1月15日 11
23 1月24日 9

20 12月20日 8
21 1月8日 11



知的障がい者サッカー
一般社団法人　石川県サッカー協会
特定非営利活動法人　ＦＣ．ＴＯＮ（総合型地域スポーツクラブ）
ＦＣ．ＴＯＮ　ユース監督　辰巳　義和
石川県選抜知的障害サッカーチーム

（ 人） 身体の使い方のトレーニング
（ 人） FC.TONとの交流試合
（ 人） パスのトレーニング
（ 人） ゲーム形式のトレーニング
（ 人） 大谷高校との交流試合
（ 人） ゲーム形式のトレーニング
（ 人） 県障害者スポーツフォーラム
（ 人） 基礎体力向上トレーニング
（ 人） ゲーム形式のトレーニング
（ 人） ゲーム形式のトレーニング
（ 人）
（ 人） 〃
（ 人） 基礎体力向上トレーニング

フライングディスク
石川県障害者フライングディスク協会
石川県障害者フライングディスク協会理事長　酒井　健二
石川県障害者フライングディスク協会　　　　　 山田　圭一
いしかわ特別支援学校フライングディスク部

（ 人） キャッチディスク、ディスタンス、アキュラシー

（ 人） キャッチディスク、ディスタンス、アキュラシー

（ 人） キャッチディスク、記録会
（ 人） キャッチディスク、ディスタンス、アキュラシー

（ 人） キャッチディスク、ディスタンス、アキュラシー

（ 人） キャッチディスク、ディスタンス、アキュラシー
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種目名

連携先団体

8月28日 19
④ 8月30日 21
⑤ 9月15日 22

指導員
対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 7月26日 13
② 7月28日 23
③

⑩ 1月19日 20
⑪ 2月16日 19

⑧ 12月8日 22
⑨ 12月25日 21

⑥ 10月13日 21
⑦ 11月17日 24

① 9月6日 16
② 9月11日 8

取組写真

種目名
連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

Go For 2020全国知的障害特別支援学校普及大会

⑫ 2月17日 19
⑬ 3月2日 19

取組写真

⑤ 10月9日 13
⑥ 10月25日 13

③ 9月13日 8
④ 9月27日 15



エアロビクス
石川県レクリエーション協会
石川県レクリエーション協会　中嶋　佳奈恵
いしかわ特別支援学校部活動所属生徒

（ 人） 基本ステップ、音楽に合わせて踊る

（ 人） 〃

(2) 錦城特別支援学校

② 体育・総合的な学習の時間等に対する指導員派遣

フライングディスク
石川県障害者フライングディスク協会
石川県障害者フライングディスク協会理事長　酒井　健二
石川県障害者フライングディスク協会　　　　　 加藤　佑典
錦城特別支援学校中学部・高等部

（ 人） ディスクの持ち方、投げ方の練習
（ 人） 前回の復習、投げ方の練習
（ 人） 前回の復習、投げ方の練習
（ 人） 前回の復習、投げ方の練習
（ 人） 前回の復習、投げ方の練習
（ 人） 前回の復習、投げ方の練習
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種目名
連携先団体

指導員
対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 10月3日 43
② 10月10日 43

取組写真

種目名
連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 12月11日 59

② 2月26日 36

取組写真

⑤ 12月12日 43
⑥ 12月19日 41

③ 11月7日 43
④ 11月14日 40



(3) 七尾特別支援学校

① 学校教職員への障害者スポーツ・用具紹介

・ 卓球バレー ・ バッゴー
・ カローリング ・ カーリンコン
・ フロッカー ・ ペガーボール
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山田　圭一
七尾特別支援学校教員

② 体育・総合的な学習の時間等に対する指導員派遣

ボッチャ
石川県ボッチャ協会
石川県ボッチャ協会　作間　祥一
石川県ボッチャ協会　吉田　禮子
石川県ボッチャ協会　吉田　淳二
七尾特別支援学校高等部
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種目名

連携先団体

指導員
対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

10月15日 （ 27 人）
ジャックボール・カラーボールの投げ
方、距離の取り方の練習

② 10月22日 （ 15 人）

種目名
連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

①

8月22日 （ 16 人）

取組写真

ゲーム形式で6人対6人の試合

取組写真



総合的な学習の時間(半日)への指導員派遣
（卓球バレー、バッゴー、カローリング、フロッカー、ペガーボール）
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山田　圭一
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　森　　 聰
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　橋本　由起枝
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　古川　隆博
七尾特別支援学校高等部

カローリング
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山田　圭一
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　橋本　由起枝
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　澤井　和代
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　荒瀬　裕子
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　木下　晴美
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　古川　隆博
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　専田　富美恵
七尾特別支援学校高等部
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種目の基礎、基本の練習、ゲーム
を行った。

取組写真

種目名

連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 12月5日 （ 13 人）

種目名

連携先団体

指導員

対象者

取組写真

２チームに分かれ、得点を確認しな
がらゲームを行った。

② 12月17日 （ 7 人）
ゲームを中心に行い、得点の記録
の仕方を習った。

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 12月10日 （ 7 人）



吹き矢
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山田　圭一
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　吉田　禮子
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　橋本　由起枝
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　専田　富美恵
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　澤井　和代
七尾特別支援学校高等部

③ 部活動に対する指導員派遣

フライングディスク
石川県障害者フライングディスク協会
七尾特別支援学校フライングディスク部
石川県障害者フライングディスク協会理事長　酒井　健二
石川県障害者フライングディスク協会　　　　　 山田　圭一
石川県障害者フライングディスク協会　　　　　 中　　 貴一

（ 人） ディスクの持ち方、パス練習
（ 人） アキュラシー、ディスタンスの練習

ピンポン玉を的に息を吹きかけ、互いに押
し相撲のようなゲームを行った。

① 2月18日 （ 6 人）
筒の持ち方、基本動作等を習い、筒から
息を吹く練習を行った。

種目名

連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

① 10月12日 6
② 11月9日 11

取組写真

種目名
連携先団体

対象者

指導員

実施期日/
参加者数/
主な内容

② 2月25日 （ 3 人）

取組写真

④ 12月14日 （ 9 人）
ディスクを投げる距離を測定し、記録
を取った。

③ 11月22日 （ 9 人）
ディスクを投げる際の手足の動き、体
の向き等技術練習
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２． 特別支援学校を会場としたスポーツ教室の開催

＜実施内容及び目的＞

特別支援学校の児童・生徒のほか、卒業生や地域の障害者も対象としたスポーツ教室を
開催し、地域で活動している障害者スポーツ団体への参加を促進すること等により、若い
障害者の運動習慣の確立や、生涯にわたってスポーツに取り組める環境整備に取り組む。

＜対象校＞
・ いしかわ特別支援学校 （金沢市　知的・肢体）
・ 錦城特別支援学校 （加賀市　知的）
・ 七尾特別支援学校 （七尾市　知的）

＜実施方針＞
スポーツ教室の開催にあたっては、特別支援学校が希望する内容を把握のうえ、対応

できるよう、日本知的障がい者サッカー連盟や、日本電気株式会社など、各関係団体と
連携して実施した。

(1) いしかわ特別支援学校
平成30年11月17日(土)10:00～12:00
いしかわ特別支援学校　会議室、大体育館
１１０人
日本知的障がい者サッカー連盟
(一社)石川県サッカー協会
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県ボッチャ協会
・ 講演：サッカーの魅力

知的障がい者サッカー日本代表監督　西　眞一
・ 知的障がい者サッカーチームの指導
・ 障害者スポーツ体験コーナー

: ボッチャ、ジャベリックスロー、バッゴー、
カローリング

・ 障害者スポーツ用具・紹介パネルの展示等
・ 西様のお話が温かく情熱があり、力をもらいました。サッカーを

やっている子供達も楽しく、やる気をもって取り組んでいる姿が
見れてよかったです。

・ 西監督の話を聞いて、知的障がい者サッカーの現状を知ること
ができました。障害者スポーツはあまり縁がないと思っていたけ
れど、やってることは同じだと知り、勉強になりました。

日時
場所

参加人数

連携組織

内　　容
体験競技

主な意見

写　　真
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(2) 錦城特別支援学校
平成30年12月8日(土)10:00～12:00
錦城特別支援学校　会議室、体育館
６０人
石川県障害者フライングディスク協会
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
・ 講演：フライングディスクの魅力

石川県障害者フライングディスク協会理事長　酒井　健二
・ アキュラシー、ディスクゴルフ、ストライクアウト、ドッヂビーの

紹介・体験
・ 障害者スポーツ紹介パネルの展示等
・ とても楽しく過ごせました、工夫次第で色々できることがわかり、

参加して良かったです。
・ 利用者の引率として参加したが、（利用者が）体を動かせて

楽しそうでよかった。施設でも何かできないか考えてみたい。

(3) 七尾特別支援学校
平成31年2月23日(土)13:30～15:00
七尾特別支援学校　会議室、大体育館
８０人
日本電気株式会社
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県ボッチャ協会
・ 講演：パラスポーツの魅力

バンクーバーパラリンピック銀メダリスト　上原　大祐
・ ボッチャ体験教室
・ 障害者スポーツ体験コーナー

: フライングディスク（ディスクゴルフ、ストライク
アウト）、バッゴー、カローリング

・ 障害者スポーツ紹介パネルの展示等
・ 参加した方全員で楽しめて良かったです。障害者スポーツの

楽しさを実感しました。
・ 誰もが手軽にスポーツを楽しめる事を体験でき、その事を他の

方にも伝えたいと思いました。
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参加人数

連携組織

内　　容
体験競技

主な意見

写　　真

連携組織

内　　容

主な意見

写　　真

日時
場所

日時
場所

参加人数



Ⅳ 成果及び今後の方針

＜成果＞

本事業では、若い障害者にとって身近な場所である特別支援学校の希望に応じて、部活
動等への指導員派遣やスポーツ教室などを開催することにより、若い障害者の運動習慣の
確立や、地域の障害者スポーツクラブへの参加を促進することにより、障害者が生涯にわた
ってスポーツに取り組める環境づくりを行うことができた。

特に、平成28年12月に発足した、石川県選抜知的障害者サッカーチームについては、
発足した年度から継続して本事業（スポーツ庁委託事業H28～30）などで、指導員の派遣等
を行うことにより、チームの強化や活性化を支援してきたところであるが、2019年2月にスポー
ツ庁委託事業で開催された「Go For2020 全国知的障害特別支援学校普及大会」に出場し、
チーム発足から約2年で初勝利をあげることができた。

更に、チームはこれまで特別支援学校の部活動として活動を行ってきたため、学校卒業後
の受け皿が課題となっていたが、チーム発足後の活動や、本事業の指導員派遣などにご協力
いただいてきた、総合型地域スポーツクラブに知的障害者を対象としたサッカーチームが発足
（H31.4予定）することに繋がった。
　 この他、児童・生徒だけではなく、教員を対象とした障害者スポーツや用具の紹介を行う
ことで、障害者スポーツの理解啓発の機会を提供することができたことに加え、本事業に参加
した指導員の方々にとっても、継続的に指導を行える機会や、指導員同士の繋がりができる
機会となった。

＜今後の方針＞

それぞれの取り組みにおいて、多くの参加者や関係団体の方から好評の声を頂いている
が、今年度開催した、障害者スポーツ普及協議会では、

・ 特別支援学校への指導員派遣は、部活動から地域で活動する障害者スポーツクラブ
への架け橋としての狙いもあり、非常に良い試みだと思う。今後も継続し、県内全域に
広げて欲しい。

・ 学校卒業後にスポーツを継続して取り組める環境づくりが望ましい。
・ 若い頃に学校で色々なスポーツに取り組むことは大切である。更に、卒業後の受け皿

である施設にも取り組みを拡大して欲しい。

といった課題等が寄せられたところである。

　こういった意見を踏まえながら、来年度は、本事業で実施した特別支援学校３校の事例を
周知しながら、全ての特別支援学校を対象として取り組みの拡大を図るとともに、指導員の
派遣を特別支援学校だけでなく、障害者施設にも拡大することとしている。

こうした取り組みにより、若い障害者の運動習慣の確立や、障害者福祉施設における障害
者スポーツの普及を促進し、障害者が身近な場所で、生涯にわたって継続的にスポーツに
取り組める環境整備を更に図っていきたい。
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